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一
．
自
律
的
就
業
力
醸
成
の
基
本
要
件

（
一
）
四
つ
の
基
盤
的
視
点
の
派
生
プ
ロ
セ
ス

本
学
の
人
材
養
成
の
基
本
軸
は
、
自
律
型
人
材
（
自
ら
主
体
的
に

考
え
行
動
す
る
人
材
）
に
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援

の
目
標
も
、
こ
の
基
本
軸
に
合
致
す
る
自
律
的
就
業
力
（
自
ら
考
え

行
動
す
る
資
質
・
能
力
を
基
盤
に
し
た
就
業
力
）
の
醸
成
に
置
い
て

い
る
。
そ
れ
を
俯
瞰
化
し
た
の
が
【
図
表
１
】
で
あ
る
。

起
点
は
、
平
成
一
六
年
度
文
部
科
学
省
の
現
代
Ｇ
Ｐ
に
採
択
さ
れ

た
「
社
会
協
働
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
（
Ｃ
Ｂ
Ｉ

；Collaboration 

based Internship

）
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
、
一
年
春
季
休
暇
～
二
年
夏
季
休
暇
期
間
に
最
長
四
か

月
の
フ
ル
コ
ミ
ッ
ト
タ
イ
プ
の
実
習
（
最
大
八
単
位
）
と
、
一
年
二

学
期
に
行
う
事
前
学
習
（
二
単
位
）
及
び
二
年
九
月
に
実
施
の
事
後

学
習
（
集
中
二
単
位
）
で
構
成
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
授
業
は
、

一
見
、
実
習
期
間
の
長
さ
や
単
位
の
多
さ
に
あ
る
と
思
わ
れ
が
ち
だ

が
、
も
っ
と
も
重
要
な
新
規
性
は
、
社
会
協
働
と
い
う
仕
組
み
と
、

理
念
を
共
有
す
る
学
外
機
関
と
の
協
働
関
係
の
確
立
に
あ
っ
た
。

そ
の
後
、社
会
協
働
や
学
外
機
関
と
の
協
働
化
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、

経
済
産
業
省
の
委
託
事
業
、
文
部
科
学
省
の
特
別
経
費
や
環
境
省
委

託
事
業
な
ど
の
外
部
資
金
を
活
用
し
、
多
面
的
な
社
会
協
働
教
育
プ

「
心
の
滋
養
」
が
起
点
の
自
律
的
就
業
力
醸
成池

田 

啓
実
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）
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ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
し
て
き
た
。
こ
の
過
程
で
生
ま
れ
た
の
が
、
新
た

な
二
つ
の
視
点
、
卒
後
三
年
ま
で
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
（
以
下
、

卒
後
三
年
支
援
）
と
理
念
の
共
有
を
基
盤
に
し
た
大
学
間
連
携
で
あ

る
。
前
者
は
、
直
接
的
に
は
卒
後
三
年
目
ま
で
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
支
援

で
あ
る
が
、
そ
れ
は
同
時
に
、
彼
ら
が
社
会
に
出
て
実
感
す
る
在
学

中
に
形
成
す
べ
き
資
質
・
能
力
を
把
握
す
る
仕
組
み
で
も
あ
る
と
い

う
視
点
で
あ
る
。
大
学
間
連
携
は
、
異
な
る
文
化
を
持
つ
他
大
学
の

学
生
と
の
交
流
が
、
多
様
な
他
者
認
識
、
質
の
高
い
共
感
を
醸
成
す

る
機
会
で
あ
る
と
い
う
見
方
で
あ
る
。

本
学
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
が
も
し
体
系
的
で
あ
る
と
す
る
な
ら

ば
、
そ
れ
は
、
人
材
養
成
の
軸
が
「
自
律
」
と
明
確
で
あ
っ
た
こ
と
、

そ
の
た
め
の
様
々
な
支
援
策
の
試
行
を
通
し
て
①
社
会
協
働
、
②
学

外
機
関
と
の
協
働
化
、
③
卒
後
三
年
支
援
、
④
大
学
間
連
携
と
い
う

自
律
的
就
業
力
醸
成
の
基
盤
的
視
点
を
見
出
せ
た
こ
と
が
最
大
の
要

因
か
も
し
れ
な
い
。

（
二
）�「
心
の
滋
養
」
醸
成
を
重
視
す
る
低
学
年
次
の
キ
ャ
リ
ア
形
成

支
援

平
成
一
六
年
度
以
降
六
年
間
の
取
り
組
み
を
通
し
て
本
学
が
得
た

も
っ
と
も
重
要
な
認
識
は
、自
律
的
就
業
力
醸
成
は
学
生
た
ち
の「
心

の
滋
養
」
の
醸
成
な
く
し
て
実
現
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
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【図表１】　自律的就業力醸成要素の俯瞰図

【図表１】　自律的就業力醸成要素の俯瞰図
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先
に
み
た
Ｃ
Ｂ
Ｉ
が
低
学
年
次
対
象
の
授
業
で
あ
っ
た
よ
う
に
、「
心

の
滋
養
」
醸
成
に
重
き
を
置
く
こ
と
は
、
必
然
的
に
低
学
年
次
の
支

援
策
を
重
視
す
る
こ
と
に
繋
が
っ
た
。

そ
の
た
め
本
学
で
は
、
低
学
年
次
を
中
心
に
、
社
会
と
協
働
し
て

学
生
の
生
き
方
探
求
支
援
を
目
的
と
す
る
社
会
協
働
教
育
（
正
課
及

び
準
正
課
）
な
ど
を
開
発
し
て
き
た
。
そ
の
概
要
は
、
次
の
よ
う
な

内
容
で
あ
る
。

①　

正
課
（
共
通
教
育
・
初
年
次
科
目
関
連
）

文
部
科
学
省
の
特
別
教
育
研
究
経
費
（
平
成
一
八
年
度
～
二
〇
年

度
）
を
活
用
し
、自
律
協
働
入
門
（
一
年
生
一
学
期
）
を
開
発
し
た
。

こ
の
授
業
は
、
利
他
の
精
神
を
有
す
る
社
会
人
の
生
き
方
に
学
び
、

仲
間
の
受
講
生
の
支
援
や
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
教
員
、
先
輩
学
生

の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
（
学
生
Ｆ
Ｔ
）
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
、
自
ら

の
生
き
方
を
模
索
し
、
自
身
の
今
後
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
策
定
を

支
援
す
る
授
業
で
あ
る
。

こ
の
授
業
の
開
発
は
、
社
会
協
働
教
育
系
授
業
と
し
て
、
同
じ
く

一
年
生
を
対
象
に
す
る
地
域
協
働
入
門
や
国
際
協
力
入
門
の
開
発
に

も
繋
が
っ
た
。
た
だ
し
、
二
つ
の
授
業
は
、
集
中
開
講
と
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
を
核
に
す
る
点
で
、
自
律
協
働
入
門
と
は
異
な
る
特
性
を

持
つ
。

②　

正
課
（
共
通
教
育
・
教
養
科
目
関
連
）

社
会
協
働
型
実
習
授
業
と
し
て
地
域
協
働
授
業
が
あ
る
。
Ｃ
Ｂ
Ｉ

と
同
様
に
、
事
前
学
習
（
一
年
二
学
期
）、
一
年
春
季
休
暇
か
ら
二

年
夏
季
休
暇
ま
で
の
期
間
で
最
大
四
単
位
を
認
定
す
る
地
域
協
働
実

習
、
事
後
学
習
（
実
習
終
了
時
・
二
単
位
）
か
ら
成
る
授
業
で
あ
る
。

Ｃ
Ｂ
Ｉ
の
場
合
、
連
続
二
〇
日
実
動
で
二
単
位
と
な
る
が
、
地
域
協

働
実
習
は
、
期
間
中
で
あ
れ
ば
不
連
続
で
も
二
〇
日
実
動
毎
に
二
単

位
を
付
与
す
る
仕
組
み
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
Ｃ
Ｂ
Ｉ
も
地
域
協

働
実
習
も
、
事
後
学
習
の
受
講
が
実
習
単
位
の
実
質
化
の
条
件
と
し

て
い
る
。
こ
れ
は
、
実
践
の
経
験
知
を
振
り
返
り
に
よ
っ
て
内
面
化

し
な
け
れ
ば
、
経
験
知
を
知
の
源
泉
で
あ
る
「
暗
黙
知
」
に
転
化
で

き
な
い
と
い
う
考
え
に
基
づ
い
た
仕
組
み
化
で
あ
る
。

③　

正
課
（
共
通
専
門
・
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
科
目
関
連
）

本
学
は
、
平
成
二
一
年
度
に
、
共
通
教
育
改
革
の
一
環
で
共
通
専

門
・
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
科
目
を
新
設
し
た
。
そ
の
う
ち
全
学
開
放

授
業
題
目
に
は
、
Ｃ
Ｂ
Ｉ
授
業
の
ほ
か
、
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
演
習
及

び
講
座
（
主
に
一
年
生
）、
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
演
習
及
び
講
座
（
主
に

二
年
生
）、
進
路
決
定
支
援
演
習
及
び
講
座
（
主
に
三
年
以
上
）
な

ど
が
あ
る
。
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④　

準
正
課

準
正
課
と
は
、
本
学
が
文
部
科
学
省
学
生
支
援
Ｇ
Ｐ
（
平
成
一
九

年
度
～
二
二
年
度
）
に
採
択
さ
れ
た
「
コ
ラ
ボ
考
房
と
二
つ
の
道
場

が
育
む
自
律
型
人
材
」
で
取
り
組
ん
で
い
る
新
し
い
教
育
カ
テ
ゴ
リ

ー
で
あ
る
。
準
正
課
は
、
名
前
が
示
す
通
り
、
授
業
（
正
課
）
で
は

な
い
が
、
学
生
の
自
発
的
な
取
組
を
教
員
が
教
育
の
一
環
と
し
て
支

援
す
る
仕
組
み
を
い
う
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
、
一
年
生
及
び
二
年

生
の
低
学
年
次
を
対
象
に
し
て
お
り
、
主
に
社
会
協
働
教
育
系
授
業

の
履
修
者
の
自
発
的
な
行
動
実
践
意
欲
を
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
す
る
仕

組
み
で
あ
る
。

二
．
自
律
的
就
業
力
醸
成
と
共
感
力

（
一
）
共
感
力
脆
弱
化
が
も
た
ら
す
向
社
会
性
・
自
律
性
の
低
下

平
成
二
一
年
度
、
本
学
で
は
、
社
会
の
人
材
ニ
ー
ズ
の
実
態
を
把

握
す
る
た
め
、Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
採
用
企
業
（
一
一
五
三
社
）
に
対
し
「
企

業
の
人
材
ニ
ー
ズ
、
新
卒
採
用
・
人
材
育
成
」
調
査
を
行
っ
た
。
調

査
の
中
で
、
本
学
が
開
発
の
Ｅ
Ｉ
Ｐ
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
用
い
る
一
六

の
資
質
・
能
力
要
素
で
と
く
に
「
新
卒
者
に
求
め
る
上
位
三
つ
の
要

素
」
を
問
う
た
と
こ
ろ
、【
図
表
２
】
の
と
お
り
、回
答
企
業
（
二
五
九
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社
）
の
七
割
以
上
が
「
前
向
き
に
行
動
す
る
力
」
を
重
視
し
、「
チ

ー
ム
ワ
ー
ク
力
」も
五
割
以
上
が
重
視
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

他
方
、
平
成
二
〇
年
度
の
新
入
生
調
査
で
は
、
先
の
二
つ
の
要
素

を
肯
定
す
る
割
合
は
二
〇
％
前
後
に
止
ま
る
こ
と
も
分
か
っ
た
。
こ

の
結
果
の
背
景
に
は
、
学
生
た
ち
の
他
者
の
不
在
に
よ
る
他
者
認
識

や
他
者
へ
の
共
感
力
の
深
刻
な
ほ
ど
の
脆
弱
化
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
共
感
力
の
脆
弱
化
は
、
社
会
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）
を
創
り
、
運

営
し
、
変
革
し
て
い
く
向
社
会
性
を
含
む
自
律
性
（
自
ら
主
体
的
に

考
え
行
動
す
る
資
質
・
能
力
）
の
低
下
を
も
た
ら
す
と
考
え
ら
れ
、

こ
う
し
た
学
生
サ
イ
ド
の
資
質
・
能
力
の
変
化
が
今
回
の
企
業
の
回

答
結
果
に
も
表
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
二
）「
場
」
を
活
用
し
た
共
感
力
の
強
化

本
学
は
、
従
来
の
大
学
教
育
だ
け
で
は
達
成
困
難
な
向
社
会
性
や

そ
れ
を
基
礎
に
含
む
自
律
性
を
高
め
る
共
感
力
の
強
化
を
目
指
し
、

自
律
協
働
入
門
（
座
学
系
）
や
Ｃ
Ｂ
Ｉ
（
実
践
系
）
な
ど
の
社
会
協

働
教
育
を
開
発
し
て
き
た
。
当
該
授
業
の
開
発
に
あ
た
っ
て
は
、
次

の
よ
う
な
式
に
示
す
考
え
に
基
づ
き
、系
統
の
授
業
に
は
必
ず
「
場
」

の
機
能
を
組
み
入
れ
て
き
た
。

［
向
社
会
性
向
上
レ
ベ
ル
］
＝
［
提
供
情
報
の
向
社
会
性
レ
ベ
ル
］

×
［
知
識
理
解
力
向
上
］
×
［
場
で
派
生
す
る
共
感
力
向
上
］

こ
の
社
会
協
働
教
育
は
、
他
者
認
識
や
他
者
へ
の
共
感
な
ど
「
心

の
滋
養
」
醸
成
の
点
で
は
一
定
の
成
果
を
上
げ
て
き
た
。
た
だ
、
根

幹
の
し
っ
か
り
し
た
「
心
の
滋
養
」
醸
成
に
は
「
実
践
と
内
省
の
ス

パ
イ
ラ
ル
的
往
還
体
験
」
が
有
効
と
言
わ
れ
る
が
、
そ
の
機
会
提
供

は
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
が
正
課
中
心
で
あ
る
た
め
、
ま
だ
十
分
で
は

な
い
。
社
会
の
人
材
ニ
ー
ズ
や
学
生
の
資
質
・
能
力
の
現
状
を
見
る

限
り
、「
実
践
と
内
省
の
ス
パ
イ
ラ
ル
的
往
還
体
験
」
を
提
供
で
き

る
準
正
課
的
な
仕
組
み
の
一
層
の
強
化
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
こ
と

は
間
違
い
な
い
。

三
．�

ス
パ
イ
ラ
ル
な
自
律
的
就
業
力
醸
成
を
可
能
に
す
る
二
つ
の
新

機
能

本
学
は
、「
心
の
滋
養
」
を
基
軸
に
自
律
型
人
材
の
養
成
を
実
現

す
る
体
系
的
な
「
自
律
的
就
業
力
」
醸
成
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
て
き

た
。
し
か
し
、
組
織
論
で
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
を
捉
え
た
場
合
、
質

の
高
い
成
果
を
安
定
的
に
生
み
出
す
に
は
、
ま
だ
未
確
立
の
機
能
が

あ
る
。
そ
れ
が
、
支
援
シ
ス
テ
ム
の
自
己
組
織
化
と
支
援
拠
点
の
自

律
分
散
型
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
機
能
が
な
ぜ
必
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特集・就職支援～学生の職業意識の醸成～ 
要
な
の
か
、
そ
の
理
由
を
以
下
で
説
明
し
て
み
よ
う
。

（
一
）
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
シ
ス
テ
ム
の
自
己
組
織
化

本
学
も
含
め
お
そ
ら
く
多
く
の
大
学
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
強
化

の
ス
タ
ン
ス
は
、
い
ま
で
も
大
学
が
独
善
的
に
想
定
す
る
資
質
・
能

力
の
醸
成
に
置
か
れ
て
い
る
。
最
近
は
、
社
会
の
人
材
ニ
ー
ズ
を
か

な
り
考
慮
し
つ
つ
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
情
報
の
把
握
方
法
は
企
業
ア

ン
ケ
ー
ト
や
ヒ
ア
リ
ン
グ
と
い
う
ア
ド
ホ
ッ
ク
な
仕
組
み
に
よ
る
対

応
に
終
始
し
て
い
る
の
が
実
情
で
あ
ろ
う
。

二
一
世
紀
社
会
は
社
会
環
境
が
激
し
く
変
化
す
る
時
代
と
言
わ
れ

て
お
り
、
社
会
の
人
材
ニ
ー
ズ
も
相
当
に
可
変
的
で
あ
ろ
う
こ
と
は

容
易
に
想
像
で
き
る
。
こ
う
し
た
状
況
に
対
応
し
、
常
に
社
会
の
人

材
ニ
ー
ズ
を
反
映
す
る
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
に
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ

し
続
け
る
に
は
、
シ
ス
テ
ム
の
自
己
組
織
化
が
不
可
欠
で
あ
る
。
な

ぜ
な
ら
、
自
己
組
織
化
が
、「
外
部
か
ら
の
介
入
が
な
く
と
も
自
分

た
ち
の
間
で
秩
序
を
つ
く
る
、
あ
る
い
は
構
造
を
変
え
る
と
い
う
意

味
で
の
『
組
織
化
』
が
起
き
る
」（
伊
丹
敬
之
（
二
〇
〇
五
）『
場
の

論
理
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
』
東
洋
経
済　

一
四
二
頁
）
と
い
う
こ
と
を

意
味
す
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
定
義
に
従
え
ば
、
自
己
組
織
化
し
た
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
シ

ス
テ
ム
で
あ
る
に
は
、
支
援
シ
ス
テ
ム
そ
の
も
の
が
社
会
の
人
材
ニ

ー
ズ
の
変
化
に
常
に
反
応
す
る
機
能
を
内
包
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
こ
れ
は
、
社
会
サ
イ
ド
か
ら
見
れ
ば
、
大
学
が
養
成
す
る
人

材
の
質
を
、
就
職
活
動
の
時
期
だ
け
で
な
く
い
つ
で
も
自
由
に
確
認

で
き
、
そ
の
結
果
を
大
学
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
で
き
る
仕
組
み
で
あ

る
。
こ
の
支
援
の
成
果
を
「
確
認
」
す
る
シ
ス
テ
ム
を
内
包
化
で
き

れ
ば
、キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
に
係
る
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
が
確
立
し
、

自
己
組
織
的
に
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
も
実
現

可
能
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

む
ろ
ん
、
こ
の
支
援
シ
ス
テ
ム
の
確
立
に
は
、
本
学
の
人
材
養
成

理
念
に
賛
同
す
る
多
く
の
企
業
等
と
の
協
働
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の

た
め
に
は
、
こ
の
仕
組
み
が
、
多
く
の
企
業
等
に
と
っ
て
魅
力
に
感

じ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
を
可
能
に
す
る
方
法
の
一

つ
は
、
こ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
、
人
材
養
成
理
念
を
共
有
す
る

大
学
が
数
多
く
参
画
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
理

念
共
有
型
の
大
学
間
連
携
は
、
今
後
さ
ら
に
そ
の
重
要
性
を
増
す
と

思
わ
れ
る
。

（
二
）
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
拠
点
の
自
律
分
散
型
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
脆
弱
な
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
の
実
施
体
制
に

あ
る
本
学
が
、
そ
れ
な
り
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
を
実
現
し
て
こ
ら

れ
た
最
大
の
要
因
は
、
有
能
な
学
外
の
機
関
や
個
人
と
の
協
働
関
係
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特集・就職支援～学生の職業意識の醸成～ 
を
構
築
し
た
こ
と
に
あ
る
。
充
実
し
た
実
施
体
制
を
有
す
る
大
学
な

ら
ば
、
学
外
の
機
関
や
個
人
と
は
大
学
の
不
足
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
や
情

報
を
穴
埋
め
す
る
関
わ
り
方
で
十
分
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
専
任
の
教

員
ス
タ
ッ
フ
も
な
く
必
要
な
ノ
ウ
ハ
ウ
も
皆
無
に
近
か
っ
た
本
学

は
、
必
然
的
に
、
本
当
に
必
要
な
質
の
高
い
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
を

作
り
出
し
た
い
と
い
う
「
想
い
」
に
共
鳴
し
て
く
れ
る
、
学
外
機
関

や
個
人
と
協
働
し
合
う
こ
と
に
な
っ
た
。

協
働
の
仕
組
み
化
の
最
大
の
成
果
は
、
大
学
と
学
外
機
関
・
個
人

に
相
互
信
頼
関
係
を
形
成
し
た
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
関
係
が
、
大
学

の
独
善
的
な
想
定
に
よ
る
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
か
ら
の
脱
却
を
可
能

に
し
、
的
確
な
支
援
策
を
数
多
く
実
施
す
る
推
進
エ
ン
ジ
ン
に
な
っ

た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
と
く
に
、
本
学
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
の

特
徴
の
一
つ
で
あ
る
、
首
都
圏
の
学
外
協
働
機
関
の
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
化
は
、
首
都
圏
就
職
を
希
望
す
る
学
生
と
そ
こ
で
勤
務
す
る

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
と
の
交
流
や
他
大
学
と
の
交
流
な
ど
、
充
実
し
た
就
職

支
援
成
果
を
生
み
出
す
原
動
力
と
な
っ
た
。

い
ま
現
在
は
、
首
都
圏
の
三
つ
の
学
外
機
関
と
県
内
の
一
学
外
機

関
に
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
機
能
を
担
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
が
、
昨

年
度
か
ら
は
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
担
当
機
関
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
も
試
行
し
始
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
イ
メ
ー
ジ
は
、
大
学
本
部
や

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
な
ど
す
べ
て
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
拠
点

が
、
ど
れ
一
つ
欠
け
て
も
質
の
高
い
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
の
実
現
に

支
障
を
き
た
す
関
係
性
、
つ
ま
り
「
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
拠
点
の
自

律
分
散
型
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
」
で
あ
る
。
今
後
は
、
個
人
の
組
織
化

（
た
と
え
ば
研
究
会
な
ど
）
も
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
機
能
と
捉
え
、

よ
り
多
様
な
自
律
分
散
型
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
図
り
た
い
と
考
え
て

い
る
。

最
後
に
、
学
外
評
価
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
機
能
も
果
た
す
キ
ャ
リ

ア
形
成
支
援
拠
点
の
自
律
分
散
型
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の
充
実
は
、
同

時
に
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
シ
ス
テ
ム
の
自
己
組
織
化
も
促
進
す
る
こ

と
を
強
調
し
て
お
き
た
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
支
援
シ
ス
テ
ム
の
自
己
組

織
化
と
支
援
拠
点
の
自
律
分
散
型
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
は
、
互
い
を
ス

パ
イ
ラ
ル
的
に
向
上
さ
せ
る
。
こ
の
機
能
が
十
分
に
作
用
す
る
レ
ベ

ル
ま
で
高
め
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
新
た
な
次
元
の
キ
ャ
リ
ア
形
成

支
援
の
実
現
も
不
可
能
で
は
な
い
。
そ
の
萌
芽
に
あ
る
い
ま
を
大
切

に
、
一
層
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
。


